
学んだことをまとめ、「節の問
い」について考えたことを手が
かりに「章・節の問い」を解決
します。最後に単元の学習をふ
り返り、次の単元へ進みます。

単元を貫く問いを単元を貫く問いを
解決し、ふり返る解決し、ふり返る

P.80-81

新しい教科書の新しい教科書の「問いの構造」「問いの構造」
　新しい教科書では、問いを構造化することで内容のまとまりでの授業がしやすくなっています。各時間の「学習課題」を積み重ね

て「章・節の問い」を解決する構造になっています。教科書の問いに沿って授業を進めていくことで、主体的・対話的で深い学びを
実現することができます。

指導と評価の計画に基づいた教科書１１

P.40-41

P.38-39

導入ページで、単元を通して追究していく「単
元を貫く問い」(章・節の問い)を立てます。

単元を貫く問いを立てる単元を貫く問いを立てる

導入ページで立てた問いの解
決に向けて、本文ページに設定
した各時間の「学習課題」と、
それに対応した「確認」「表現」
の問いに答えます。

学習課題を学習課題を
追究する追究する

ま
と
め
・
ふ
り
返
り
ペ
ー
ジ

ま
と
め
・
ふ
り
返
り
ペ
ー
ジ

本
文
ペ
ー
ジ

本
文
ペ
ー
ジ

導
入
ペ
ー
ジ

導
入
ペ
ー
ジ

単元を貫く問い

学習課題

確認・表現

私たちの生活を支える政治
は、なぜ日本国憲法に基づい
て行われているのでしょうか。

私たちの生活を支える政治
は、なぜ日本国憲法に基づい
て行われているのでしょうか。

私たちにとっての政治と民主主義1
学習課題学習課題 なぜ政治は民主主義に

よって行わなければならないのでしょうか。

確認確認 民主主義とはどのような考え
方か、本文からぬき出しましょう。

表現表現 多数決において少数意見の尊
重が大切な理由を説明しましょう。

法に基づく政治と憲法2
学習課題学習課題 なぜ立憲主義による憲法

は必要なのでしょうか。

確認確認 立憲主義とは、どのような考
え方か本文からぬき出しましょう。

表現表現 民主政治で、法の支配と権力
分立が大切な理由を説明しましょう。

日本国憲法の制定と三つの基本原則3
学習課題学習課題 日本国憲法はどのような

歴史と特徴をもつ憲法でしょうか。

確認確認 日本国憲法の三つの基本原則
を、本文からぬき出しましょう。

表現表現 日本国憲法が三つの基本原則
を採用した理由を説明しましょう。

ポートフォリオに、学習を始める前と比べて、考えが変わったことや新たにわかったこと、考えが深まったことを
書きましょう。そして、これからの学習や生活に生かしていきたいことや、考え続けていきたいことを書きましょう。

第２編第1章の問い第２編第1章の問い?

第２編第1章の問い第２編第1章の問い?

第1節の問い?

なぜ法に基づいて政治が行われることが大切なのでしょうか。第1節の問い?

憲法とはどのような法で、何をしばっているでしょうか。人の支配ではなく、
法による支配が必要である理由を、歴史もふまえて考えましょう。

第1節の問いに答えよう?

第2節の問い? 第3節の問い?

第　　章

第　　  編

11
22

個人の尊重と日本国憲法個人の尊重と日本国憲法
私たちの生活と政治

第　　節

第　　  編

11
22

法に基づく政治と日本国憲法法に基づく政治と日本国憲法
私たちの生活と政治

まとめ

ふり返り

章の学習をふり返ろう章の学習をふり返ろう 主体的に学習に取り組む態度

身近な事例を題材としたまん
がによって、その章の学習内
容に関心をもたせるとともに、
活動を通して章や節の問いを
立てたり、学習を見通したり
することができます。

「単元を貫く問い」で、
授業をデザインする

内容や時間のまとまりにより構成された授業を
デザインすることで、主体的・対話的で深い学
びを実現できます。

！
注目

内容のまとまりで
評価ができる

主体的に学習に取り組む態度を含む評価
ができる紙面構造です。

！
注目

①指導と評価 ②デジタルへの対応 ③主権者の育成 ④わくわくする教科書 学習上の配慮 分野・教科間連携 地域事例 資料編
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4 の活動を行い、学習後に改めて自分の考え
を書きこむことで、生徒が学習の見通しを立て、
学習後に自分の考えの変容をふり返ったり、教
師の授業改善につなげたりできるようにしまし
た。主体的に学習に取り組む態度の評価
もできます。

評価
主体的に学習に
取り組む態度

指導と評価の一体化

まとめ・ふり返りページ導入ページ導入ページ 本文ページ第1～4編 章の学習

ポートフォリオ
生徒の見通しとふり返りの活
動に役立つポートフォリオの
データを教科書QRコンテン
ツとしてご用意しています。

！
注目

章と節の問いの関係
「節の問い」を考察することを繰り返して、「章の問
い」の解決できるようになっています。

！
注目

問いを立て、学習を見通す問いを立て、学習を見通す導入ページ導入ページ
　各章の導入ページは、生徒たちが主役になったまんがによって、各章の学習関心をもたせて、身近な場面から章の学習内容に関す
る問いを考え、「章の問い」を立てる流れになっています。また、立てた問いの答えを予想することを促して、その後の学習の
見通しをもつことができるようになっています。

指導と評価の計画に基づいた教科書１１

章のはじめに、章の学習内容
と生徒の生活を結ぶまんが
を採り入れることで、学習に取
り組みやすくなるように工夫
しています。

11
学習のはじめに
～導入まんが～

まんがをふまえて、協働的な
学びを行う「学びあい」アイ
コンを設けて、章の学習への
意見や疑問を出し合い、学ぶ
意欲を高めます。

22
気づいたことを
出し合おう

22の活動を通して出てきた意見や
疑問をふまえて、章と節で追
究する問いを立てます。

33
第○章の問いを

立てよう
章の問いに対する疑問や
答えの予想をポートフォリ
オに書きこみ、これからの学
習を見通します。

44
学習の

見通しをもとう

P.38-39

資料の活用や、話
し合いなどの活動
から深く学んでい
けそうだね。

章の問い

章の問いに
答えよう

節の問い 節の問い 節の問い

● 「学習のはじめに」掲載箇所
編章 大単元 タイトル 教科書

1編1章 現代社会 ある日のお買いもの P.6-７

１編２章 見方・
考え方 地域の公園づくりに参加しよう P.24-25

２編１章 憲法 文化祭の出し物を決めよう！ P.38-39

２編２章 政治 政治ってなんだろう？ P.82-83

３編１章 市場経済 ハンバーガーショップから見る
経済のしくみ P.128-129

３編２章 財政 政府の仕事を見つけてみよう P.170-171

４編１章 国際社会 チョコレート王国 P.188-189 ポートフォリオ（第2編第1章）

第２編 私たちの生活と政治 第１章 個人の尊重と日本国憲法 
  

  

●●学学習習のの見見通通ししをを立立ててままししょょうう  章の問いを中心に、日本国憲法について学習していきましょう。  

  

 

 

●第１節～第３節の問いについて、学習したことをもとに考えをまとめましょう。 

 

 

  

  

  

  

  

  

なぜ法に基づいて政治が行われることが大切なのでしょうか。 

 

人権の尊重とはどのような考え方なのでしょうか。 

 

日本の平和主義は、どのように生かされていくべきでしょうか。 

 

■■ポポーートトフフォォリリオオ（（第第２２編編第第１１章章））          年年      組組    番番：：氏氏名名                          

問いに対する疑問や、答えの予想をまとめてみましょう。 

 

                私私たたちちのの生生活活をを支支ええるる政政治治はは、、ななぜぜ日日本本国国憲憲法法にに基基づづいいてて行行わわれれてていいるるののででししょょううかか。。  

①指導と評価 ②デジタルへの対応 ③主権者の育成 ④わくわくする教科書 学習上の配慮 分野・教科間連携 地域事例 資料編
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身につけた知識を活
用して、学習課題を
解決していける紙面
になっています。

まとめ・ふり返りページ導入ページ 本文ページ本文ページ第1～4編 章の学習

このマークのついた教材は、二次元コードを読み込ん
だ先のwebページにある教科書QRコンテンツで、学
習を深めることができます。 ➡本冊子P.16参照

●タブレットマーク

「確認」は知識・技能、「表現」は思考・判断・表現に対応しており、評
価に活用していただくこともできます。

評価

知識・技能、思考・判断・表現
指導と評価の一体化

授業や生徒の授業や生徒の思考の流れ思考の流れを重視した本文ページを重視した本文ページ

資料を用いた活動を示すことで、必
要な情報の読み取りなどの技能を
高めることができるコーナーです。

●資料活用

　本文は原則１授業時間を見開き２ページとし、この１時間で何を学ぶのか、どのようなことに着目して学習を進めるのかを「学習課題」
「見方・考え方」で明確に示しました。また、右ページの側注欄には学習課題に対応した「確認」「表現」コーナーを設け、「章・節の
問い」に答えるための手がかりとなるように工夫しています。

指導と評価の計画に基づいた教科書づくり１１

本文・図版
十分な文字量を確保し、平
易な表現を用いて、生徒の
読み取りを支援しました。

33
本文ページで何を学んでい
くのかを示しています。この
課題を考えながら、学習を進
めていきます。

学習課題学習課題

22

P.54-55

学習課題の解決に向けて手がかりになる主
な「見方・考え方」の例を示しています。

見方・考え方見方・考え方
！
注目

学習課題に対応し、本文
ページの学習を確かにする
問いを示しています。学習の
最後に取り組むことができます。

44
確認確認 表現表現

●連携コーナー
地理や歴史の学習とのつながりを
示し、知識を関連づけることがで
きます。

！
注目

アクティビティ
具体的な事例や資料を読み取り、「見方・考え方」を
働かせて、主体的・対話的で深い学びの視点から授
業を行うことができます。

対話的な活動など協
働的な学びに関連し
た箇所を示しています。学び合い

！
注目

本文ページの導入になる資料
と、それに関係する問いかけ
を設けています。

11
導入資料

関心と意欲を引き出す

学習に見通しをもたせる 丁寧な記述で学習を助ける

1時間の学習をふり返る

読み込むことでその見開きにある教科書QRコン
テンツを参照することができます。見開きタイトル
とセットで示しています。 ➡本冊子P.16参照

●二次元コード

SDGsと特に関連する
箇所を示しています。

節のまとまりで追究する問いを
1時間の学習でも意識しながら
取り組めるよう示しています。

第◯節の問い?

①指導と評価 ②デジタルへの対応 ③主権者の育成 ④わくわくする教科書 学習上の配慮 分野・教科間連携 地域事例 資料編
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生徒が学習のふり返りをす
ることができるだけでなく、
先生がどのように評価をす
ればよいかわかりやすい構
成になっています。

中学校社会科のまとめのレ
ポート作成に生かせるよう
に、「第4編第2章に向け
て」を設けています。

まとめ・ふり返りページまとめ・ふり返りページ導入ページ 本文ページ第1～4編 章の学習

問いを解決し、学びをふり返る問いを解決し、学びをふり返るまとめ・ふり返りページまとめ・ふり返りページ
　まとめ・ふり返りページでは、習得した知識を確認した後、「章の問い」に答える活動を行います。

また、ポートフォリオを用いて学習をふり返ることで、学びの自己調整ができるようになっています。

指導と評価の計画に基づいた教科書１１

P.80-81

思考ツールの提案
まとめ・ふり返りページの活動を含めて、教科書
内ではさまざまな思考ツールの活用を提案して
います。 ➡本冊子P.32参照

！
注目

また、思考ツールを端末上で操作
していただけるコンテンツをweb
サイトで公開ています。

現実の課題に見方・
考え方を生かす

「ニュースを見方・考え方から見てみよう」では、実
社会で起こった出来事を題材に、社会科で身につ
けた見方・考え方を生かすことができます。

！
注目

「語句の意味を確認しよう」で、章の学習全体のし
くみ図などを使って知識の整理を行い、「ニュース
を見方・考え方から見てみよう」に答える形に統
一しています。

STEP11  節の問いを振り返る。
STEP22   思考ツールを使い、自分の考えを深める。
STEP33  意見交換を踏まえて、章の問いに答える。

●「知識」をまとめる問い

●   段階的に問いを考える  
３つのステップ

導入ページから章の学習を通して
使ってきたポートフォリオを、評価
の資料とすることができます。 
➡本冊子P.9参照

●  主体的に学習に取
り組む態度の評価
ができる

知識の確認
単元で学習した内容について、
キーワードに沿って確認
して知識を整理するとともに、
知識を定着させることができ
るようになっています。

１１

学習のふり返り
最後に単元の学習をふり返る
活動を設定しています。自ら
の学びを自己調整したり、
変容を見取ったりすること
ができます。

33

まとめの活動では、思考ツー
ルの提案や、いくつかのス
テップに分けた活動を提
示することで、活動の流れ
がみえやすくなっています。

22
「章の問い」に

答える活動

● 思考ツールの主な掲載箇所
思考ツール 教科書
フリーカード P.23

ランキング P.34、124

座標軸 P.34、79、184、219

マトリックス(表) P.37、187

トゥールミンモデル P.78、217

クラゲチャート P.81

フィッシュボーン P.127

ピラミッドチャート P.169

ウェビング P160，221

知識を評価する

思考・判断・表現を評価する

主体的に学習に取り組む態度を評価する
※巻末２には解説「思考ツールを使ってみよう」があります。

まとめ・ふり返りページでは、「知識・技能」
「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む
態度」それぞれの評価の観点に沿って活動
を整理しています。

評価

観点ごとに
活動を整理

指導と評価の一体化

サンプルはこちら

①指導と評価 ②デジタルへの対応 ③主権者の育成 ④わくわくする教科書 学習上の配慮 分野・教科間連携 地域事例 資料編
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〈例〉政治単元の見
方・考え方「民主主
義」の本文ページに
おける説明

多面的・
多角的な視点

身近な事例

グループ活動

P.30 「効率」と「公正」 P.106 裁判のしくみと人権尊重

チャレンジ公民 ➡本冊子P.20-21 

章末のチャレンジ公民でも、社
会の課題を、見方・考え方を働
かせて、考察・構想します

資料の読み取りから問い
を始めるなど、設問を段
階的にして、理解を深め
ながら考えていきます。

ページの学習内容を具体化するイラストやグラフなどの資料をもとに、
「見方・考え方」を働かせる問いを設け、主体的・対話的で
深い学びを実現し、思考力・判断力・表現力を養うことができます。

すべての見開き本文ページに、学習課題の解決に向けて手がかり
になる主な「見方・考え方」の例を示しています。

深い学びを実現す
る「見方・考え方」
を働かせる問いを
設けました。

！
注目

P.218-219 地球温暖化に対する政策について考えよう

P.140 ものの流れと情報の流れ P.212 限りある資源とエネルギー

資料活用

見方・考え方コーナー

「見方・考え方」
は、すべての見
開き本文ページ
に示しています。

具体的な資料と問いで、
見方・考え方を働かせ
るためには……

アクティビティ

見開きごと見開きごとにに「見方・考え方」「見方・考え方」を働かせるための工夫を働かせるための工夫
主体的・対話的で深い学びを実現するために、「社会的な見方・考え方」を働かせて、考えることができるように構成しま

した。本文ページでは、すべての見開きに「見方・考え方」を示し、「アクティビティ」では、アクティブラーニングの視
点から、具体的な事例について、資料の読み取りや協働的な学習など「どのように学ぶか」を見すえて、教材を作成しました。

指導と評価の計画に基づいた教科書１１

課題を追究するための視点や方法（考え方）のこと
で、現代の社会的事象を読み解くときの概念的枠
組みのことです。公民は、政治、経済、国際社会
それぞれで主に働かせる見方・考え方があります。

アクティビティは、対話的な学び・協働的な学びにつながる
グループ活動など、様々な学び方を示して、授業を支援して
います。前回教科書より増やして、41か所設けています。

●社会的な見方・考え方とは…

●  授業におけるアクティブラーニング 
の支援

第１編 現代社会 　 対立と合意、効率と公正  
（公民の学習全体にかかわる）

第2編 政治 　 個人の尊重と法の支配、  
民主主義

第3編 経済 　希少性、分業と交換
第4編 国際社会 　持続可能性、協調

公民の「見方・考え方」一覧

現代社会（公民の学習全体）

経済

政治

国際社会 学び合い
マーク

P.177 政府の活動を支える税と国債

P.87 選挙の意義としくみ

P.63 社会の変化と人権保障―情報化と人権―

P.31 「効率」と「公正」―見方・考え方その2―

しくみの理解を
深めながら考える

生徒の関心を高
める多くの事例

対立する意見
から視野を広
げる

見方・考え方の理解のために
単元の最初の本文ページで、知識としての見方・考え方を丁
寧に学習できる構成です。 ➡本冊子P.10-11

！
注目

P.40-41

私たちにとっての
政治と民主主義

①指導と評価 ②デジタルへの対応 ③主権者の育成 ④わくわくする教科書 学習上の配慮 分野・教科間連携 地域事例 資料編
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